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　　自分に何ができるかをまず考えることです
　　（日野原重明著 テンダーラブより）
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新任医師の紹介

佐賀大学医学部出身大学

日本小児科学会、日本小児感染症学会
日本小児アレルギー学会
日本静脈経腸栄養学会
日本小児東洋医学会
日本小児救急医学会

所属学会

専門および対象疾患

田中 貴俊
た なか たか とし

医療福祉センター 倉吉病院

この度、仁厚会の一員として入職させていただきました。精神
保健指定医の取得と、精神科領域の診療能力向上を目標とし、
皆様のお力を借りて、日々精進したいと考えております。これま
で小児科医として、様々な身体障害や知的障害、発達障害を認
める子どもたちの診療と療育に従事してきました。どんなにハ
ンディキャップを有していても、環境次第で発達が保障できる
ことを数多く経験しました。さらに、離島や僻地医療で、医療の
原点と子育てにおける愛着の重要性を学びました。３年前から
精神科医として研修を開始しましたが、乳幼児から高齢者まで、
多くの出会いに感謝しています。子どもたちの心と体の杖にな
りたいと願っています。宜しくお願い申し上げます。

小児科、精神科
学会認定医師資格 日本小児科学会専門医

鳥取大学医学部出身大学

日本精神神経学会所属学会
専門および対象疾患

さ とう ゆう き

佐藤 雄紀
医療福祉センター 倉吉病院

精神科

三重大学医学部出身大学

日本高気圧環境・潜水医学会所属学会

専門および対象疾患

藤井政雄記念病院

岡山児島より参りました。以前は、がんの外科治療
学～地理疫学を専門としていました。人口の高齢化
に伴い現場を退き、気持ちの整理もかねて、最前線
の医療と補完関係にある介護分野の諸問題の勉強
に取り組みました。その後再び、医療分野に戻り、障
碍者をはじめ、超高齢者の方々の慢性病を中心に、
生活の質に重点を置いた、穏やかで、優しい医療（因
幡の白兎医療）の実践を模索しております。
人口減少や高齢化問題の先進地域にある鳥取倉吉
は、日本社会全体の将来像だと考えています。環境
と安心安全に配慮いたします。末永く勤務できます
と幸いです。

消化器外科、がんの地理疫学
高齢者医療

岡山大学歯学部出身大学

日本口腔外科学会所属学会
専門および対象疾患

おお やま ごう へい

大山 剛平

藤井政雄記念病院
附属歯科クリニック

この度藤井政雄記念病院附属歯科クリニックに着
任致しました大山剛平と申します。
私は岡山大学歯学部卒業後、神戸大学病院歯科口
腔外科にて1年間の研修を受けました。歯科医師と
しては2年目であり、ま
だまだ未熟ではありま
すが、地域の皆様の健
康に少しでも貢献でき
るよう日々努力してい
く所存です。何卒よろし
くお願い致します。

歯科口腔外科

宮松　篤
みや まつ あつし

医師

歯科医師 副医局長

医局長

この度倉吉病院に入職させていただくこととなりま
した佐藤雄紀と申します。
医師としての経験は浅く、未熟者ですが、患者様に
好感を持っていただ
けるように頑張りま
す。よろしくお願い
致します。 　私は短期大学の授業で敬仁会館へ実習

に行きました。この実習でご利用者一人
一人に合わせた支援の大切さを学びまし
た。また、コミュニケーションの楽しさ
を感じ、もっとたくさんのご利用者と関
わってみたいという思いが強くなりまし

た。笑顔を心掛け、ご利用者に信頼される支援員になれるよ
う頑張っていきたいです。

　この度、藤井政雄記念病院リハビリテー
ション科に配属となりました。入職後は、
プロ意識をしっかり持ち、先輩方や他職種
の皆様から学びながら一日も早く患者様の
お力になれるよう積極的に取り組みます。
まだまだ知識や技術ともに未熟ではありま

すが、ご指導ご鞭撻を頂きながら明るい職場作りに貢献してい
きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

ゆりはま大平園　支援員　飯田　麻由伽 藤井政雄記念病院　理学療法士　飯田　和秀

新入職員抱負

平成 30 年度入 社 式
　　入社式ご挨拶
　ご入職おめでとうございます。
　満開の桜が咲き誇る今日この日に、皆様を我々の仲間としてお
迎えすることが出来、職員一同大変嬉しく思っております。
　私達が携わる医療福祉の世界は今、大きな変化の波の中にあ
ります。『地域包括ケアシステム』という言葉を聞かれたことが
あると思いますが、このシステムを如何に実現していくのか。住
民の皆様のニーズに対応しながら、地域に密着した医療介護の
あり方をどのように実践していくのか。プロフェッショナルとし
ての我々の真価が問われているのだと思います。
　このような変革の時に、仁厚会で28名、敬仁会で14名の若く、
やる気に漲った皆様に仲間に加わっていただいたことは、私たち
にとって本当に大きな力になります。
　ヒポクラテスの言葉に、「人生は短く、術のみちは長い」というものがあります。皆様が選ばれた仕事は、一
生をかけるに値するものだと思います。あせらず、慢心せず、仕事に取り組んでいただきたいと思います。皆様
とともに着実に前進していければと思います。では一緒に頑張っていきましょう！！

平成 30年 4月 2日
　理事長　藤井　一博

4月2日、社会医療法人仁厚会、社会福祉法
人敬仁会の合同入社式を行い、42名の新入
職員が仲間入りしました。

鳥取会場　真剣な目差しの新入職員 東京会場　新入職員謝辞
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「健康長寿はサルコペニア・
　　 フレイルの予防から」

米子東病院
中下英之助 医師が

わかりやすく解説

米子東病院
皮膚排泄ケアセンター長

中下　英之助

医師の
  明瞭解説

●表1　サルコペニア診断基準（AWGS基準）

●表2　フレイル評価方法（J-CHS基準）

筋力、歩行速度のどちらかが低下し、かつ筋量の減少も認
められる状態をサルコペニアと診断。筋量だけでなく、そ
れに伴う機能低下が重要。

該当項目数　0項目：健常、1～ 2項目：プレ・フレイル、
3項目以上：フレイル

項目 評価基準

筋力 握力
男性 26㎏未満、女性 18㎏未満

歩行速度 0.8m/ 秒未満

筋量
（補正四
肢筋量）
減少

①生体電気インピーダンス法（BIA）
　男性 7.0㎏ /㎡未満
　女性 5.7㎏ /㎡未満
②二重エネルギーX線吸収度法（DXA）
　男性 7.0㎏ /㎡未満
　女性 5.4㎏ /㎡未満
　上記のいずれかに該当

項目 評価基準

体重 6 か月で 2～ 3㎏以上の体重減少

筋力 握力
男性 26㎏未満、女性 18㎏未満

易疲労感 （ここ 2週間）わけもなく疲れたような感
じがする

歩行速度 1.0m/ 秒未満

身体活動

①軽い運動・体操をしていますか？
②定期的な運動・スポーツをしています
か？上記の 2つのいずれも「していない」
と回答

・

　
3
月
16
日
（
金
）
鳥
取
大
学

医
学
部
法
医
学
分
野　

教
授　

飯
野
守
男
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
、「
死
亡
診
断
書
作
成
に

お
け
る
注
意
点
」「
死
因
究
明

と
死
亡
時
画
像
診
断
（
Ａ
ｉ
）」

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
両
法
人
か
ら
医
師
、
職
員
計

52
名
が
参
加
し
、
死
亡
診
断
書

の
役
割
、
具
体
的
な
記
載
方
法

や
注
意
点
、
ま
た
異
状
死
体
の

死
因
究
明
に
役
立
つ
Ａ
ｉ
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
死
亡
診
断
書
は
厚
生
労
働
省

の
死
因
統
計
の
も
と
と
な
り
、

行
政
上
の
重
要
な
資
料
と
な
る

こ
と
、
遺
族
へ
の
説
明
文
書
に

な
る
こ
と
を
具
体
的
な
ケ
ー

ス
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
説
明
さ

れ
、
医
師
の
適
切
な
記
載
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

　
最
近
ド
ラ
マ
に
な
り
話
題
と

な
っ
た
法
医
学
で
す
が
、
法
医

学
検
査
の
中
で
も
昨
今
急
速
に

普
及
し
つ
つ
あ
る
Ａ
ｉ
に
つ
い

て
貴
重
な
資
料
を
も
と
に
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
取
県
内

で
は
年
間
８
０
０
例
の
異
状
死

体
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

解
剖
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
は

わ
ず
か
70
体
程
度
で
あ
り
、
多

く
の
死
体
が
解
剖
さ
れ
る
こ
と

な
く
死
因
が
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
解
剖
を
行
っ
て

い
な
い
事
例
に
つ
い
て
も
、
Ａ

ｉ
を
行
う
こ
と
で
よ
り
詳
細
な

死
因
が
判
明
す
る
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
で

は
今
年
度
よ
り
県
内
唯
一
の
死

体
専
用
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
Ａ
ｉ
を

推
進
さ
れ
る
予
定
と
い
う
事

で
す
。

　

平
成
30
年
4
月
に
、
診
療

報
酬
と
介
護
報
酬
、
そ
し
て
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
㈱
Ａ
Ｓ
Ｋ
梓
診
療
報
酬
研

究
所
所
長
の
中
林
梓
氏
を
講
師

に
迎
え
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
3
月
28
日
（
水
）
に
は
、

米
子
会
場
と
倉
吉
会
場
で
、
診

療
報
酬
改
定
に
関
し
ご
講
演
い

た
だ
き
、
ま
た
、
翌
日
に
は
介

護
報
酬
改
定
に
関
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
施

設
等
へ
も
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
中
継
さ
れ
、

両
法
人
併
せ
て
延
べ

３
５
０
名
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
報
酬
改
定

で
は
、「
報
酬
単
価
の

上
が
り
下
が
り
よ
り
、

報
酬
に
対
す
る
ロ

ジ
ッ
ク
を
変
え
て
き

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
」

と
い
う
衝
撃
的
な
言
葉
か
ら
始

ま
り
、「
今
ま
で
以
上
に
医
療

と
介
護
の
連
携
が
要
求
さ
れ
て

い
る
」
と
括
ら
れ
て
終
わ
り
ま

し
た
が
、
両
法
人
に
と
っ
て
の

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
研

修
会
で
し
た
。

　
講
演
会
で
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、
改
定
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
を
議
論
す
る
た

め
、
医
療
を
中
心
と
し
た
各
拠

点
毎
の
検
討
会
も
開
催
し
ま

し
た
。

「
死
亡
診
断
書
作
成
に
お
け
る
注
意
点
」

「
死
因
究
明
と
死
亡
時
画
像
診
断（
Ａ
ｉ
）」研
修
会
開
催

講
師　
鳥
取
大
学
医
学
部
法
医
学
分
野　
教
授　
飯
野
守
男 

先
生

報
酬
改
定
研
修
会（
講
演
会
、検
討
会
）

講
師　
㈱
Ａ
Ｓ
Ｋ
梓
診
療
報
酬
研
究
所　
所
長　
中
林　
梓 

氏

死亡診断書やAi について具体例を交えながら
説明する飯野教授

報酬改定のポイントと経営対応について
講演する中林氏

■ 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル

と
は

　
長
寿
社
会
の
健
康
管
理
方
法

は
日
常
生
活
が
で
き
る
期
間

（
健
康
寿
命
）
を
維
持
し
て
、

健
や
か
な
老
後
を
過
ご
す
事
に

あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
加
齢

の
伴
う
筋
量
、
筋
力
の
減
少
な

ど
身
体
の
機
能
の
衰
え
と
認
知

機
能
や
意
欲
低
下
、
お
よ
び
独

居
や
経
済
的
困
窮
な
ど
の
社
会

的
要
因
の
相
互
作
用
に
よ
り
引

き
お
こ
さ
れ
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
改
善
の

対
策
と
し
て
は
、
原
因
疾
患
が

あ
れ
ば
治
療
す
る
、
周
囲
の
人

（
社
会
）
と
つ
な
が
り
を
維
持
す

る
、
そ
し
て
転
倒
に
よ
る
骨
折

な
ど
に
よ
る
要
介
護
状
態
の
予

防
の
た
め
に
筋
肉
量
の
減
少（
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
）
対
策
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
医
療
と
し

て
リ
ハ
ビ
リ
の
適
応
除
外
例
や

要
支
援
な
ど
介
護
認
定
の
な
い

高
齢
者
が
こ
の
状
態
か
ら
脱
却

す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
リ
ハ
ビ

リ
、
健
康
通
所
施
設
の
整
備
の

現
状
は
満
足
出
来
る
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・

フ
レ
イ
ル
に
陥
っ
た
高
齢
者
を

早
期
発
見
し
て
、
適
切
な
介
入

方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
早
急

な
課
題
で
あ
り
、
病
態
、
疫
学
、

介
入
法
な
ど
に
つ
い
て
エ
ビ
デ

ン
ス
の
構
築
が
必
要
で
す
。

■ 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル

の
新
し
い
動
き

　
わ
が
国
に
お
け
る
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
は
保
険
病
名

の
収
載
に
向
け
て
、
昨
年
末
に

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
、
今
年
度
に
フ
レ
イ
ル

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
刊
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
医
療
面
で
は
国
立
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
し
て
、
大

都
市
圏
を
中
心
に
、
ロ
コ
モ
・

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
外

来
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル

学
会
認
定
指
導
士
制
度
も
始
ま

り
ま
し
た
。
国
民
の
健
康
長
寿

を
目
的
に
高
齢
者
の
機
能
評
価

を
総
括
的
に
実
施
し
て
、
適
切

な
指
導
を
行
え
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
今
年
度
に
は
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
来
年
春
に
は

認
定
試
験
が
行
わ
れ
る
段
取
り

で
す
。

　

健
康
寿
命
の
延

長
に
よ
り
健
や
か

な
老
後
を
送
る
た

め
に
こ
の
領
域
の

医
療
専
門
職
に
お

け
る
関
心
の
高
ま

り
と
進
歩
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
：
ギ
リ
シ

ア
語
の「
筋
肉
」を
表
す〝
サ

ル
コ
〟
と
、「
喪
失
」
を
表

す
〝
ペ
ニ
ア
〟
を
組
み
合

わ
せ
た
言
葉
で
、
筋
肉
量

が
減
少
し
、
筋
力
や
身
体

機
能
が
低
下
し
て
い
る
状

態
の
こ
と
。

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）：
加
齢

に
伴
い
身
体
の
予
備
能
力

が
低
下
し
、
健
康
障
害
を

起
こ
し
や
す
く
な
っ
た
状

態
の
こ
と
。

2018年春号2018年春号 45



健
を
目
指
す　

②
鳥
取
西
地
域

で
の
地
域
包
括
ケ
ア
第
一
の
拠
点

と
な
る
」
を
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
、
温
泉
と
認
知
症
予
防
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
今
年
度
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
一
昨
年
オ
ー
プ
ン

し
た
認
知
症
カ
フ
ェ
は
新
た
な
進

化
を
遂
げ
る
べ
く
、
取
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

　
更
な
る
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
を

追
求
し
、
入
所
～
在
宅
生
活
を
一

連
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉
え
、
ご

利
用
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
職
員

一
人
一
人
が
誇
り
と
生
き
が
い
を

も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
を
構
築
し
ま
す
。

　

開
設
か
ら
５
年
を
迎
え
る
本

年
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
複
合
施

設
と
し
て
、
真
に
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点

事
業
所
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
通
所
介
護
事
業
は
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
要
と
し
て
、
益
々

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
域
か
ら
選
ば
れ
る
事
業
所

と
な
る
よ
う
、
自
信
を
持
っ
て
安

全
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
利
用
者
に
「
住
み

慣
れ
た
町
、
住
み
慣
れ
た
我
が

家
」
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
参
り

ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
切

れ
目
の
な
い
継
続
し
た
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る

事
業
所
と
な
る
べ
く
、
新
た
に
自

立
生
活
援
助
事
業
や
長
期
入
院

患
者
さ
ま
の
退
院
後
の
支
援
、
ま

た
地
域
生
活
拠
点
整
備
等
地
域

全
体
で
支
え
る
体
制
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

　

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
校
区

（
淀
江
中
学
校
区
）
連
携
を
目
指

し
、
幼
小
中
が
連
携
し
た
人
権

教
育
の
実
施
を
目
指
し
、
今
年

度
は
米
子
市
人
権
・
同
和
教
育

研
究
の
一
環
と
し
て
公
開
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

　

保
育
人
材
育
成
の
た
め
の
研

修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

食
事
に
対
す
る
満
足
度
向
上

と
安
全
で
安
心
な
食
事
提
供
を

目
指
し
、
引
き
続
き
適
切
な
厨

房
運
営
を
継
続
し
ま
す
。
高
騰

す
る
食
材
費
へ
の
対
応
や
人
材
の

確
保
を
重
点
的
に
行
い
、
将
来

に
渡
り
、
質
の
高
い
厨
房
運
営
が

継
続
で
き
る
よ
う
理
想
形
を
具

体
化
す
る
一
年
と
し
ま
す
。

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
よ
ど
え

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
よ
ど
え

在
宅
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
和
保
育
園

法
人
事
業
部

　

倉
吉
病
院
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
倉
吉
病
院
将
来
構
想
」

の
最
終
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
た
め
の

『
6
本
の
柱
』（
急
性
期
、認
知
症
、

依
存
症
、重
度
療
養
、ス
ト
レ
ス・

う
つ
、
在
宅
・
地
域
移
行
）
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

各
部
門
の
取
組
と
、
診
療
報

酬
改
定
に
対
応
し
な
が
ら
、
病

棟
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
在
宅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
当
院
の
平
成
30
年
度
の
重
点
施

策
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た

め
の
医
療
・
介
護
連
携
強
化
の
更

な
る
推
進
で
す
。
訪
問
看
護
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

検
討
や
、
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ

る
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
オ
ー
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
）
の
拡
充
に
も

取
り
組
み
、
在
宅
患
者
さ
ま
の
支

援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
方
々
に
安
全
安
心
な
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一

翼
を
担
う
病
院
と
し
て
、
診
療
・

看
護
の
充
実
を
目
指
す
と
と
も

に
、
早
期
か
ら
の
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
医

療
機
関
並
び
に
在
宅
施
設
と
の

連
携
を
強
化
し
「
信
頼
さ
れ
る

病
院
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
初
診
随
時
受

付
、
２
回
目
以
降
の
再
診
は
時

間
と
処
置
を
予
約
し
て
計
画
的

に
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
歯
科
医

師
３
人
体
制
で
、
予
約
外
で
受

診
の
方
で
も
待
ち
時
間
が
１
時

間
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
入
院

患
者
さ
ん
や
施
設
利
用
者
の
方
へ

の
口
腔
ケ
ア
、
口
腔
機
能
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
歯

科
治
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

通
り
基
本
に
忠
実
懇
切
丁
寧
な

治
療
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に

よ
り
、
老
人
保
健
施
設
に
対
し
て

も
、
自
立
支
援
と
重
度
化
予
防

に
資
す
る
質
の
高
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医

療
・
介
護
に
お
け
る
連
携
の
推
進

を
担
う
専
門
職
と
し
て
、
体
制
の

構
築
と
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

老
人
保
健
施
設
と
し
て
職
員
一
丸

と
な
っ
て
邁
進
し
ま
す
。

　
「
①
リ
ハ
ビ
リ
鳥
取
県
一
の
老

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
倉
吉
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

米
子
東
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
鹿
野

安心安全な在宅生活を支援します多職種でのカンファレンスの様子

持ち上げない介助で働きやすい職場を目指して

鹿野カフェは、和気あいあいと楽しい時間が流れています♪♪

懇切丁寧な治療を行います

グラウンドゴルフのレクリエーション 満開の桜の下で入所の皆さんと一緒に

地域の皆さんにもお越しいただいた夕涼み会

仁敬合同障がい者施設卓球大会H29地域で行った公開保育

笑顔あふれる厨房を目指して！

退院後の支援をテーマに座談会

「主役はいつも患者さん」法人理念仁 厚 会
平成30年度

事業計画
　自由な発想力を十分発揮し、地域の皆さんの立場に立った新た
な価値・サービスを創造するフロントランナーとなり、職員が誇
りに思える法人を目指します。
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『
つ
な
ぐ
、
つ
な
が
る
地
域
生

活
支
援
』
～
施
設
機
能
を
活
か
し

た
地
域
へ
の
貢
献
～
を
テ
ー
マ
と

し
、
湯
梨
浜
町
に
お
け
る
地
域
包

括
ケ
ア
の
一
翼
を
担
い
良
質
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

　
昨
年
度
椎
茸
栽
培
専
用
コ
ン
テ

ナ
を
設
置
。
一
定
の
温
度
・
湿
度

管
理
下
で
、
ご
利
用
者
が
安
心
し

て
作
業
に
取
り
組
め
、
収
穫
量
が

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
2

棟
目
を
導
入
し
、
更
な
る
生
産
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ご
利

用
者
の
居
住
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
利
用
者
個
々
の
能

力
に
配
慮
し
た
作
業
等
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
、
生
活
困
窮
者
対
策
や

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
中

間
的
就
労
な
ど
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
施
設
作
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

平
成
30
年
4
月
よ
り
施
行
さ

れ
る
新
保
育
指
針
を
理
解
し
、

保
育
実
践
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
保
護
者
と
の
連
携
強

化
、
自
然
体
験
・
環
境
活
動
を

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
こ

こ
ろ
も
か
ら
だ
も
健
や
か
で
、

豊
か
な
感
性
を
持
ち
、
自
分
も

周
り
の
人
も
大
切
に
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
一
時
預
か
り

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

事
業
所
内
保
育
園
に
移
行
し

て
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
未
満
児

も
保
護
者
も
楽
し
め
る
充
実
し
た

行
事
作
り
と
地
域
の
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
教
室
（
2
～
3
歳
児

保
護
者
を
対
象
と
し
た
ペ
ア
レ
ン

ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
実
施
し
、

「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
い
き

い
き
と
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
く
ら

よ
し
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
お
一
人
お
ひ
と
り
を
大
切
に
し

た
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
努
力
目
標
と
し
て
、

ご
利
用
者
の
健
康
長
寿
と
職
員
の

人
間
力
強
化
に
努
め
、
活
き
活
き

と
明
る
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
東
郷

敬
仁
会
館

ゆ
り
は
ま
大
平
園

よ
な
ご
大
平
園

バ
バ
ー
ル
園

あ
や
せ
バ
バ
ー
ル
園

よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

倉
吉
市
立
上
井
保
育
園

シ
ル
バ
ー
倉
吉

　

認
知
症
の
予
防
及
び
悪
化
予

防
の
対
策
と
し
て
定
期
的
に
音

読
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
ご
利
用
者
認

知
機
能
維
持
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
よ
り
幅
広
く
受
け

入
れ
で
き
る
よ
う
重
度
化
対
応
、

夜
間
の
看
護
体
制
を
整
え
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
協
力
病

院
と
の
医
療
連
携
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
、
介
護
に
携
わ
る
方
、
地
域

住
民
等
、誰
で
も
参
加
で
き
る「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
更
な
る
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　
ご
利
用
者
の
安
全
と
安
心
の
確

保
、
職
員
の
定
着
率
の
向
上
、
稼

働
率
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
人
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、

人
が
集
ま
る
よ
う
な
施
設
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
「
楽
し
み
」
を
感
じ

る
レ
ク
の
実
施
、
安
心
・
安
全
で

快
適
な
施
設
内
外
の
環
境
整
備
、

地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
地
域
貢
献

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
『
笑
顔
』
～
相
手
を
思
う
心
優

し
い
介
護
～
を
テ
ー
マ
と
し
、

笑
顔
で
安
心
で
き
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
福
祉

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

専
門
職
に
で
き
る
暮
ら
し
や

す
さ
の
追
求
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
老

健
、
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
、
人

間
力
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
に

取
り
組
み
『
選
ば
れ
る
サ
ン
テ
リ

オ
ン
』
を
目
指
し
ま
す
。

 

マ
グ
ノ
リ
ア

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
名
和

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
葛
飾

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
西
新
井

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
綾
瀬

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン

１. テンダー ラビング ケア（tender loving care）
　　「愛」とは、誰かの心に希望の灯りをともすことです
　　自分に何ができるかをまず考えることです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野原重明著　テンダーラブより )
２. スローライフ
　　丁寧に考えること　誠実に対応すること

法
人
理
念

敬 仁 会
平成30年度

事業計画

職員の声に合わせゆっくり読みます喀痰吸引の実施

お寿司行事。賑わいながら食べられていました

話は和気あいあいと

ご利用者製作の壁絵

地域住民対象の生き活き健康大学自宅でできるリハビリメニュー

地域へ出向き健康指導新しい栽培コンテナでの作業

絵付け作業と箱折り作業

食育の一環とした稲刈り

一時保育室の様子子ども達も喜ぶおたのしみ給食

畑作業の様子

地域の子ども会との交流クッキング
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事
業
内
容
：
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
整
備

　

ご
利
用
者
の
文
化
活
動
充
実
の
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た

す
け
あ
い
助
成
を
利
用
し
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
「
施
設
行
事
・
地
域
交

流
活
動
」
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
、
よ
り
一
層
ご

利
用
者
の
地
域
参
加
、
充

実
し
た
文
化
活
動
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
ま
ず
、
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま

む
ら
と
は
ど
の
よ
う
な
施
設
で

す
か
？

　
３
階
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
で
、
自
立
し
た
方
か
ら
、

介
護
・
医
療
が
必
要
な
方
ま
で
約

20
名
の
方
が
お
住
ま
い
で
す
。
１

階
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

入
居
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
自
宅

で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
利
用

さ
れ
ま
す
。２
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
は
認
知
高
齢
者
の
入
所
の

方
々
が
ご
自
身
で
食
事
を
作
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

―�

少
人
数
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感

じ
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
食
事

が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

　
『
美
味
し
く
！
楽
し
く
！
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ご
利
用
者
の
『
食

に
対
す
る
楽
し
み
』
を
大
切
に
し
、

実
演
調
理
や
季
節
の
行
事
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
実
演
調
理
で
は
、

厨
房
職
員
が
フ
ロ
ア
で
調
理
し
、

出
来
立
て
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雰
囲
気

づ
く
り
も
大
切
に
し
、
洋
食
の
際

は
コ
ッ
ク
服
、
和
食
の
際
は
作
務

衣
を
着
用
し
ま
す
。

　
時
に
は
、
い
つ
も
の
食
事
を
お
弁

当
箱
で
提
供
し
、
箸
袋
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
も
手
作
り
し
て
演
出
を
加
え
ま

す
。
お
弁
当
を
開
け
る
と
き
の
わ

く
わ
く
感
は
、
皆
様
と
周
り
の
職

員
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

―��
ご
利
用
者
の
反
応
は
い
か
が
で

す
か
？

　
調
理
が
始
ま
り
、
フ
ロ
ア
に
い

い
匂
い
が
漂
う
と
、
皆
様
自
然
と

お
部
屋
か
ら
出
て
来
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
調
理
台
を
囲
み
、
職
員
と

作
り
方
や
材
料
の
話
し
を
し
な
が

ら
、
小
さ
い
頃
や
、
自
宅
で
生
活

さ
れ
て
い
た
頃
を
思
い
出
し
、
ご

利
用
者
同
士
で
も
会
話
が
弾
ん
で

い
ま
す
。

―��

食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
に
あ

た
っ
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

　
目
で
見
て
、
調
理
の
音
を
聴
い

て
、
料
理
の
匂
い
を
感
じ
て
、
五

感
を
刺
激
し
、
ま
た
、
作
り
手
で

あ
る
厨
房
職
員
と
の
会
話
も
楽
し

み
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
は
、
食

へ
対
す
る
安
心
感
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
離
れ
、

身
体
の
状
態
に
よ
っ
て
は
外
出
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
食
事

は
毎
日
三
回
欠
か
せ
な
い
も
の
。

そ
こ
に
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
食
を
通
じ
て
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ

ス
は
ま
む
ら
の
運
営
理
念
で
も
あ

る
「
心
安
ら
か
な
暮
ら
し
」
を
、

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

仁
厚
会
の「

食」
を支
える職員をクローズ

ア
ッ
プ

JIN’S
キッチン
Vol.11

スプリング弁当

揚げたて天ぷら

クリスマスローストチキン

今
回
は
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

「
食
を
楽
し
む　

　

�

～
お
腹
と
心
を
満
た
し
ま
す
～
」

マ
グ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
オ
ー
プ
ン
！（
マ
グ
ノ
リ
ア
）

倉
吉
市
立
上
井
保
育
園

受
託
運
営
開
始

あ
や
せ
バ
バ
ー
ル
園

一
時
保
育
開
始

　
3
月
2
日
（
金
）
認
知
症
カ
フ
ェ
「
マ
グ
ｃ

ａ
ｆ
ｅ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
方
に
と
っ
て

居
心
地
が
よ
く
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
専
門

職
に
気
軽
に
相
談
が
で
き
た
り
、
地
域
の
方
と

一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
当
日
は
一
般
の
方
24
名
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
8
名
に
来
て
い
た
だ
き
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
毎
月
第
一
金

曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、行
政・

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
を
取
り

な
が
ら
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
場
所
を
目
指

し
ま
す
。

　

4
月
1
日
よ
り
、

指
定
管
理
者
と
し
て

倉
吉
市
立
上
井
保
育

園
を
運
営
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
保
育
を
引

き
継
ぎ
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
に
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

足
立
区
よ
り
区
立
保
育
所
の
一

時
保
育
事
業
廃
止
に
伴
い
、
あ
や

せ
バ
バ
ー
ル
園
に
事
業
開
始
の
依

頼
が
あ
り
、
４
月
よ
り
一
時
保
育
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応

し
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

明るく賑やかな会場 ボランティア・スタッフによる準備の様子

制
服
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

永
年
勤
続
表
彰

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
助
成 倉

吉
病
院
、
藤
井
政
雄
記
念
病
院
、
米
子
東
病
院

仁
厚
会
・
敬
仁
会

ゆ
り
は
ま
大
平
園

　

仁
厚
会
の
3
病
院
（
倉
吉
病
院
、
藤
井
政

雄
記
念
病
院
、
米
子
東
病
院
）
の
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
放
射
線
技
師
の
制
服

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
動
き
や
す
さ
等
を
考

え
、
最
近
流
行
り
の
タ
イ
プ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
へ
変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
職
種
と
男
女
別

に
よ
り
上
下
の
色
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
尚
、
看
護
師
は
平
成
28
年
度
に

既
に
現
在
の
ス
タ
イ
ル
へ
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
28
日
（
水
）、
仁
厚

会
・
敬
仁
会
合
同
永
年
勤

続
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

対
象
者
に
は
藤
井
一
博

理
事
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
の
山
本
秋
子

倉
吉
病
院
看
護
部
長
の
、

「
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、

節
目
を
迎
え
た
こ
と
で
今

後
も
よ
り
活
躍
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
し
、
退
職
し
て

い
く
私
は
、
今
後
の
人
生

の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
い
う
謝
辞
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

リハビリ職員の男女の新制服地域の方を招いた健康教室

ご利用者との全体ミーティング

2018年春号2018年春号 1011



　

２
月
23
日
（
金
）、
ル
・
サ
ン

テ
リ
オ
ン
北
条
で
鳥
取
県
企
業

見
学
会
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
就
職
活
動

を
控
え
た
学
生
が
鳥
取
県
内
の

様
々
な
企
業
を
実
際
に
見
学
で

き
る
企
画
で
、
今
回
は
東
中
西

部
で
全
８
コ
ー
ス
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

仁
厚
会
で
は
ル
・
サ
ン
テ
リ

オ
ン
北
条
が
中
部
の
１
コ
ー
ス

に
組
み
入
れ
ら
れ
、
６
名
の
学

生
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
、
法
人
概
要
の
説

明
の
他
、
実
際
に
施
設
で
働
い
て

い
る
職
員
と
就
活
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
職
員
か
ら
今

の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
や
実
際

に
働
い
て
み
て
ど
う
感
じ
て
い
る

か
、
自
分
た
ち
の
学
生
時
代
を

振
り
返
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
現

場
の
生
の
声
を
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

仁
厚
会
の
介
護
老
人
保
健
施

設
は
、
と
っ
と
り
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
も
登
録
し
て
お

り
、
気
軽
に
１
日
現
場
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
希
望

者
は
体
験
日
を
延
長
す
る
こ
と

が
可
能
）

　

ま
た
、
個
別
の
施
設
見
学
や

就
職
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
に

介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
月
10
日
（
土
）、
鳥
取

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
す
る
見
学
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
、

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
、
マ
グ

ノ
リ
ア
に
て
受
け
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー

は
県
内
学
生
を
対
象
と
し
、

福
祉
施
設
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
介
護
従
事

者
の
創
出
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
高
校
生
2
名
、
専
門

学
校
生
9
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
よ
り

見
学
を
開
始
。
施
設
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
い
、
併
せ
て
高
齢
者

に
配
慮
し
た
建
物
の
特
徴
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
ル
・
サ
ン
テ
リ

オ
ン
で
は
お
茶
を
し
な
が
ら
先
輩

職
員
よ
り
「
福
祉
従
事
者
と
し
て

の
や
り
が
い
」
に
つ
い
て
体
験
談

を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後

は
マ
グ
ノ
リ
ア
の
施
設
見
学
後
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
施
設
給
食
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
学
生
よ

り「
施
設
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
」

「
実
際
に
見
学
し
て
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
っ
た
」
等
、
好
意
的
な
感
想

を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
県
内

の
介
護
従
事
者
創
出
が
目
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
敬
仁
会
の
魅
力
を

伝
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

鳥
取
県
企
業
見
学
会
で

　
　
　
介
護
の
仕
事
の
魅
力
発
信（
仁
厚
会
）

『
学
生
の
た
め
の
福
祉
の
進
路
見
学
ツ
ア
ー
』

実
施（
敬
仁
会
）

施設見学。施設に入るのが初めての学生も

熱心に施設説明を聞きました

福祉施設の建物の特徴を聞きながら見学

自分の体験を交えたトークセッション

在宅医療福祉センター

大和保育園

ル・ソラリオン西新井

ル・ソラリオン綾瀬

第８回あずさカップ
4つの競技とクイズ、
ビンゴゲームを
楽しみました。

頑張ってつくった雛人形を
披露しました。

地域交流集会を開催。総勢５０名の参加が
あり賑やかな会となりました。

８段飾りのお雛様を飾り、
甘酒をいただきながら
子どもの頃の話に花が
咲きました。

精
神
科
認
定
看
護
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」実
施

ド
ク
タ
ー
ハ
リ
ー
研
修
を

行
い
ま
し
た
!!

来て！見て！話しを聞いて！福祉の魅力を知る施設見学

　

平
成
26
年
11
月
よ
り
地
域
住
民
の
心
の
健
康
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
2
名
の

看
護
師
が
相
談
を
伺
い
、
血
圧
測
定
や
「
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
」、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
専
門

の
医
療
機
関
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
若
い
方
や
、
退
職
さ
れ
て
ち
ょ
っ
と

一
息
の
方
な
ど
、
毎
回
3
～
5
名
程
度
の
相
談
が
あ

り
ま
す
が
、
関
心
は
あ
っ
て
も
相
談
す
る
こ
と
に
躊

躇
さ
れ
て
い
る
方
が
ま
だ
ま
だ
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
お
悩
み
や
お
困
り
事
等
些
細
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
精
神
科
認
定
看
護

師
と
は
】

日
本
精
神
科
看
護

協
会
が
、
一
定
期
間

の
研
修
、
実
習
を
修

了
し
試
験
に
合
格

し
た
看
護
師
に
付

与
し
て
い
る
資
格

で
す
。
現
在
倉
吉
病

院
に
は
5
名
の
精

神
科
認
定
看
護
師

が
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
、月
に
一
回
最
終
日
曜
日
の
午

前
中
に
倉
吉
未
来
中
心
ア
ト
リ
ウ
ム
で
実
施
し
て
い
ま

す
。（
会
場
の
都
合
に
よ
り
、未
開
催
の
月
も
あ
り
ま
す
。）

メニュー 内容 対象 日程 場所

栄養士体験型

・�施設の役割、栄養知識の活かし
方について説明や見学
・�グループホームでご利用者との
コミュニケーションや食事提供
など

栄養士取得
見込み者 ２日 ル・サンテリオン北条

介護体験型

・�施設の役割、介護職の仕事につ
いて説明や見学
・�ご利用者とのコミュニケーショ
ンや簡単な補助作業

希望者
どなたでも １日

⃝ル・サンテリオン北条　　⃝ル・サンテリオン
⃝ル・サンテリオン鹿野　　⃝敬仁会館
⃝ル・サンテリオンよどえ　⃝マグノリア
⃝ル・ソラリオン　　　　　⃝ゆりはま大平園

仁厚会・敬仁会のインターンシップ事業

とっとりインターンシップ事業に参加しています
仁厚会または敬仁会で検索してください／とっとりインターンシップ�ホームページ�https://www.tottori-internship.net/

倉
吉
病
院

倉
吉
病
院

　
「
ド
ク
タ
ー
ハ
リ
ー
１
発
生
、
３
階
会
議

室
前
に
急
行
し
て
く
だ
さ
い
！
」

　

1
月
29
日
（
月
）
倉
吉
病
院
医
療
安
全

研
修
の
一
環
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ハ
リ
ー
研

修
（
院
内
救
急
時
対
応
研
修
）
を
行
い
ま

し
た
。
３
階
会
議
室
前
で
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ

人
形
が
倒
れ
て
い
る
状
況
に
各
階
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
り
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
救
急
処

置
室
に
移
送
し
ま
し
た
。「
焦
っ
た
」「
勉

強
に
な
っ
た
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
行
動
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
ス

タ
ッ
フ
も
い
た
た
め
、
周
り
が
も
っ
と
声

を
掛
け
合
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

焦
ら
ず
！
自
信
を
も
っ
て
！
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
！
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
後
も

研
修
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

処置中

移送中
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医療福祉センター倉吉病院
 TEL.0858-26-1011
藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
米 子 東 病 院　 TEL.0859-56-5232

藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
藤井政雄記念病院附属歯科クリニック  TEL.0858-26-4276
大和保育園  TEL.0859-56-2203

ル・サンテリオン北条 TEL.0858-36-5220
ル・サンテリオン鹿野 TEL.0857-84-3700
ガーデンハウスはまむら TEL.0857-82-6500
ル・サンテリオンよどえ TEL.0859-56-4073

ガーデンハウスよどえ TEL.0859-56-5210
在宅医療福祉センター TEL.0858-26-2346
法人事業部セントラルキッチンアーク TEL.0858-26-1517

病院機能評価認定 ISO9001取得（JMAQA）

ISO9001取得（JSA）

社会医療法人 仁厚会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43　TEL.0858-26-1012

ISO9001取得（JICQA）
社会福祉法人 敬仁会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根55　TEL(0858)26-3864㈹　

地域ケアセンター マ グ ノ リ ア TEL(0858)26-3922
介護老人福祉施設 ル ・ ソ ラ リ オ ン TEL(0858)26-0115
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン名和 TEL(0859)54-6500
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン葛飾 TEL(03)3601-3711
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン西新井 TEL(03)3899-3005
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン綾瀬 TEL(03)5613-1176

介護老人保健施設 ル ・ サ ン テ リオ ン TEL(0858)26-3051
介護老人保健施設 ル・サンテリオン東郷 TEL(0858)32-2570
障がい者支援施設 敬 仁 会 館 TEL(0858)26-0480
救　護　施　設 ゆ り は ま 大 平 園 TEL(0858)32-0780
救　護　施　設 よ な ご 大 平 園 TEL(0859)56-6226
保　　育　　所 バ　バ　ー　ル　園 TEL(0858)26-0211　　

保　　育　　所 あやせババール園 TEL(03)5613-8851
保　　育　　所 よどえババール園 TEL(0859)56-5268
養護老人ホーム シ ル バ ー 倉 吉 TEL(0858)26-0821

保　　育　　所 上 井 保 育 園 TEL(0858)26-0868

仁厚会・敬仁会
ホームページQRコード

※よどえババール園は今後ISO9001（JICQA）を認証取得する予定です。

（指 定 管 理）

●イベントのご案内 ●春季限定商品のご案内

今年もこの季節がやってきました！
たくさんのイベントを企画中ですので、
みなさまお誘い合わせの上ご来場ください。

【お問い合わせ先】
ワークサポートあしたば
電話：0858-26-0577
FAX：0858-26-3948

平成30年6月2日（土）
倉吉病院、藤井政雄記念病院周辺 ふれあいはあとまつり

facebookQRコード

材
料（
８
個
分
）

春野菜のふわふわ天

栄養士が心と体に
おいしいレシピを紹介します!

健康
レシピ

【作り方】
❶春キャベツ・新玉ねぎ・人参をみじん切りにし、豆腐は水切りし

ておく。
❷はんぺんをすり鉢（なければボウル）でつぶし、❶の豆腐を加

え混ぜる。
❸みじん切りにした❶の野菜と片栗粉、白ごまを入れさらに混

ぜ合わせる。
❹❸を8個に分け、小判型に成型する。
❺170℃に温めた油で両面がきつね色になるまで４～5分揚

げる。

ル・ソラリオン名和
管理栄養士／南　信子

みずみずしく甘味がある春キャベツと新
玉ねぎを入れることでやさしい甘さに
仕上がり、お子さまから大人の方まで美
味しく召し上がっていただけます。また
豆腐を入れるとふん
わりと柔らかい食感
になります。

・はんぺん....................１枚（90g）
・木綿豆腐............................ 100g
・片栗粉 .......................... 大さじ１
・春キャベツ...........................50g

・新玉ねぎ........................ 100g
・人参 ..................................20g
・白ごま ......................小さじ１

＜春野菜について＞

春野菜は寒さが厳
しい冬にしっかり

と土

に根を張り、芽を
出して成長するた

めに

必要な栄養素をた
っぷりと蓄えてい

ます。

からだと心の健康
を助けてくれる成

分を

多く含んでいる旬
の食材、春野菜を

ぜひ

日々の食事に取り
入れてみてはいか

がで

しょうか。

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

日程
場所

今回のレシピ担当
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